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■ 国会見学受付中
お一人でもグループでもお気軽にお申込み
ください。随時受付けしております。お申込
みは左記事務所までお願いします！（旧Twitter）
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案
修
正
な
ど
の

成
果
を
上
げ
る
。今
年
も
熟
議
と
公
開
の
論
戦
を
展
開
し
、

国
民
へ
の
責
任
を
果
た
す
！

　
皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
充
実
し
た
素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
こ
と

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
の
総
選
挙
で
８
期
目
の
当
選
を

果
た
し
、
党
の
国
会
対
策
委
員
長
と
し
て
国
会
対
応
の
責
任
者
を
務
め
て

い
ま
す
。

　
石
破
政
権
が
少
数
与
党
と
な
り
、
私
た
ち
立
憲
民
主
党
が
予
算
委
員
長

や
政
治
改
革
特
別
委
員
長
を
担
う
中
、
臨
時
国
会
で
は
、
初
め
て
の
本
格

的
な
論
戦
が
行
わ
れ
、
政
府
与
党
の
譲
歩
を
大
き
く
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、
私
た
ち
立
憲
民
主
党
は
修
正

案
を
提
出
し
、
政
府
与
党
は
能
登
半
島
地
震
の
復
旧
復
興
費
と
し
て
１
０

０
０
億
円
の
増
額
要
求
に
応
じ
ま
し
た
。
政
府
が
予
算
案
を
修
正
す
る
の

は
２８
年
ぶ
り
で
、
補
正
予
算
案
で
は
憲
政
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
政
治
改
革
関
連
法
に
つ
い
て
は
、
最
も
大
き
な
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

と
な
っ
て
い
る
「
政
策
活
動
費
」
を
全
面
廃
止
す
る
法
案
を
野
党
７
党
で

共
同
提
出
し
ま
し
た
。
自
民
党
は
廃
止
を
掲
げ
る
一
方
で
、
外
交
な
ど
に

関
す
る
一
部
の
支
出
を
非
公
開
に
で
き
る
「
公
開
方
法
工
夫
支
出
」
の
新

設
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
野
党
が
揃
っ
て
抜
け
道
に
つ
な
が
る
可
能
性
を

厳
し
く
指
摘
し
、
撤
回
を
迫
っ
た
結
果
、
野
党
案
を
丸
の
み
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
会
議
員
に
支
給
さ
れ
る
月
額
１
０
０
万
円
の

「
調
査
研
究
広
報
滞
在
費
」
（
旧
文
通
費
）
の
使
途
を
公
開
し
、
残
額
を

返
還
す
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　
自
民
党
一
強
体
制
か
ら
与
野
党
伯
仲
の
勢
力
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
こ
う

し
た
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
野
党
が
結
束
し
て
臨
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
議
員
提
出
法
案
の
成
立
や
政
府
案
の
修
正
を
実
現
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
り
ま
す
。
今
月
下
旬
に
は
通
常
国
会
が
召
集
さ
れ
、
来
年
度
予
算
案

の
審
議
が
始
ま
り
ま
す
。
物
価
高
対
策
や
賃
上
げ
に
つ
な
が
る
経
済
政
策
、

教
育
の
無
償
化
、
今
年
度
中
に
結
論
を
出
す
こ
と
で
合
意
し
た
企
業
団
体
献

金
の
禁
止
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
、
外
交
、
安
全
保
障
な
ど
課
題
は
山
積
し
て

い
ま
す
。
野
党
第
１
党
の
国
会
対
策
委
員
長
と
し
て
、
引
き
続
き
、
丁
寧
に

議
論
を
積
み
重
ね
る
熟
議
と
公
開
の
場
で
の
議
論
を
通
じ
て
政
策
を
決
定
し

て
い
く
国
会
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は〝
巳
年
〞で
す
。
復
活
と
再
生
、
新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
年
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
年
男
で
１
月
３
日
に
還
暦
を
迎
え
ま
し

た
。
今
ま
で
の
慣
習
か
ら
脱
皮
し
た
、
新
た
な
国
会
の
姿
を
見
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
全
力
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

与野党伯仲国会



討議資料

野党第一党の国会対策委員長として与野党協議の先頭に立つ！！野党第一党の国会対策委員長として与野党協議の先頭に立つ！！

拉致被害者ご本人やご家族が
高齢となる中で、拉致問題は時
間的制約のある人権問題であ
り、解決に一刻の猶予もありま
せん。我が党が委員長を務め
る拉致対策特別委員会を積極
的に開催し、北朝鮮に対し強く
抗議のメッセージを出していき
ます。拉致問題を風化させては
なりません。

北朝鮮人権問題啓発週間の「国際セ
ミナー」で党を代表して挨拶12月1３日

「全拉致被害者の
即時一括帰国を求める
国民大集会」１１月２３日

少数与党の石破政権に対し、熟議と
開かれた国会論戦を展開し、政治改
革などで結果を出せるように協力し
ていくことで一致しました。

笠は立憲民主党の拉致対策本部長に就任しました！
りゅう

毎日新聞　12月17日（各紙で取り上げられる）

１１月２８日～１２月２４日笠ひろふみの国会活動
りゅう

臨時国会

自民党と国対委員長会談で合意　１２月１１日

１２月１６日

能登半島の復旧・復興のために予備費残高から１千億円を
増額し、積み過ぎの基金への支出を約１兆３６００億円減額
する修正案を提出しました。
⇒テレビ中継される中、憲政史上初めて、予算委員会で政府
案とともに立憲修正案が並行審議されました。
政府は、能登対応の１千億円を支出するための修正に応じま
した。国会で予算案が修正されたのは戦後５回目、「住専国
会」以降２８年ぶり、補正予算案では憲政史上初めてです。

▼ 令和６年度補正予算について

政党が国会議員などに支出し、渡切りで支出を公開しなく
ていい「政策活動費」について自民党が野党案を丸のみす
ることになり、抜け道を残さない全面廃止が実現しました。

もうひとつの重要課題
である企業団体献金の
禁止については、引き続
き協議し、令和６年度末
までに結論を得ること
になりました。

▼ 政治改革関連法案について

与党過半数割れの結果、臨時国会では
　２つの成果を上げることができました！

１１月２８日（召集日）

自民党坂本国対委員長と共に額賀
衆議院議長に対し、衆議院の選挙制
度の抜本的な検討を行うための協議
機関設置を要請しました。

野党国対委員長会談

与野党逆転下の国会運
営では、野党第１党の責
任が大きく、各委員会の
筆頭理事と情報を共有
し、審議の方法などにつ
いて指示を出します。

衆議院本会議の前
に開かれる代議士
会では、冒頭に挨
拶し、国会全体の
動きなどについて
説明します。

両院議員総会で挨拶 国対役員・筆頭理事合同会議

小
学
生
の
国
会
見
学
で
質
疑
応
答


